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欲しいのは，
科学的根拠のしっかりした技術・資材
１．目的

高品質で輸出に対応できる低コスト作物生産体制の確立

２．対象品目

茶を含む露地作物，施設作物全般。

３．期待している資材・機材・技術

①微生物・天敵類だけでなく、被覆資材や機械類など

物理的防除資材と活用法

②有機農業で使用が認めれている肥料と活用法



宮崎方式ICM
～作物のちからフル活用プログラム～
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わかりやすく、重要な技術から順に導入

施肥やかん水、換気、整枝・剪定など、ほ場全体の管理を一連
の流れとして実施し、病害虫の安定防除だけでなく、収量・品質の

向上を図ります。

（総合的作物管理＝Integrated Crop Management）

基礎１

基礎２適正かん水

準備（適正施肥・土作り含む）



経営評価



例えばこんな資材
天敵や微生物の活動を助ける資材は無いか？

天敵の巣になり，増殖を助け
る紙コップを使用している

巣はフェイルセーフシステムと
して機能する
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こういうところを除草できる
資材や機材は無いか？

栽培施設の隅・保温ビニルの
陰になる細かいところを長期
に抑草する方法

露地の畦畔や作物の間を
楽して確実に除草する方法



栽培の調子が悪ければ、病害虫対策にもならない
まずは，健全な作物を作り，収量・品質を上げること。



宮崎県の財産
これまで積み上げた土壌診断データ

過去の約３０年間に，
ＪＡ宮崎経済連や県内
各ＪＡで土壌診断でき
る体制を整え，データ
を積み上げてきた。

栽培期間中により簡
便に診断できる方法
は無いか？



栽培中はリアルタイム植物診断も実施

今は，ＲＱフレックスやメルコクァント
試験紙などを用いて診断している。

より多成分を正確に診断できる方法
は無いか？

植物の状態を知る方法は無いか？



科学的な有機農業に興味のある方
お待ちします

①有機農業に使える資材・機材・技術をお持ち
の皆様

②有機農産物の輸出に関する知見をお持ち
の皆様

連絡先
宮崎県営農支援課 ０９８５－２６－７１３２


